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中小企業から弁理士制度小委についての意見 
 
                      東京ブラインド工業株式会社 櫻井武志  
 
 
１．弁理士会の取り組みについて 
 
１）いろいろな項目で多大な努力をされている弁理士会に敬意を表するとともに、中小企業

の要望をいろいろな点で取り入れておられることに深く感謝をいたします。 
 
２）承継問題に関して、以前も申し上げましたが、中小企業は、依頼する業務の量が少ない

ために、特定の特許事務所とのみ取引関係を継続していることが多く、一人弁理士事務所と

のみ取引している中小企業は少なくありません。中には高齢の一人弁理士事務所もあり、中

小企業としては、こういった高齢の一人弁理士事務所の事業承継がスムーズにいくかどう

かといことに関心がありますが、高齢に限らず、事故などにより一人弁理士事務所において

代理業務が突然できなくなった時のバックアップ体制ができているのかどうかも大変関心

があります。 
 バックアップ体制構築という観点からも、マッチンングセミナーを通じてマッチングが

進むことを期待しております。 
中小企業としては、承継問題という観点だけでなく、バックアップ体制構築という観点か

らも、マッチングを促進していただきたくと思います。 
 
３）弁理士知財キャラバンに関して、これまで全３回の訪問回数だったのが、全６回の訪問

にして「解決策の実践支援」を行うようにする、とのことですが、大変良いことだと思いま

す。中小企業は、知財知識・知財経験が少ないために、助言を受けてもそれを実行できない

ことが多々あります。「解決策の実践支援」が入ることで、中小企業の問題解決が確実にな

され、この経験を得た中小企業は、弁理士の必要性・有用性を実感すると思います。また、

ここでの成功事例を会員向けだけでなく、中小企業への普及啓発にも活用していただけれ

ばと思います。 
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２．弁理士制度に関する最近の課題について 
 
１） 能力の高い人材が弁理士になってくれることは、中小企業をはじめ、多くのクライ

アントにとって利益になります。そのためにも、弁理士の仕事が魅力あるものであるこ

とを PR することは、重要なことだと思います。PR するにあたっては、以下の点に着

目するとよいのではないでしょうか。 
 

① １点目は、「弁理士＝出願の代理」というイメージが強すぎるのではないでしょうか。

代理業務はコア業務でありますが、コア業務を中心に周辺にいろいろな業務があること

を紹介する必要があると思います。中小企業に関しては言えば、発明発掘や、どのよう

な権利を取るか、請求範囲をどのくらい広くするかなどの出願・権利化方針の決定に弁

理士が深くかかわっております。また特許調査を通じて開発方針への助言や、ライセン

ス交渉への参加などもあります。さらにコラムで見たのですが、弁理士によっては M&A
の知財面にかかわっているとのことです。標準化やデータの取り扱いも弁理士の標榜業

務になったので、こういった幅広い業務を紹介することは極めて重要ではないでしょう

か。 
 

② ２点目として、弁理士業務の紹介だけでなく、いろいろな分野、いろいろな業務で活躍      

している弁理士を紹介してもいいと思います。いろいろな分野で活躍する弁護士の紹

介記事を目にすることはあっても、活躍する弁理士が紹介されている記事はめったに

見ません。活躍する弁理士を紹介することで、弁理士の仕事の面白さを、理解してもら

えるのではないかと思います。 
 

 
 
２） 現在多くの中小企業にとって、IoT、ビッグデータ、AI に対する知識を深めたい、 

AI に関する特許権を取得したいと考えている経営者が大変多いことがわかってきまし

た。 
弁理士会におかれましても，「IoT、AI 関連発明の発掘と権利化の勘所と審査基準」

など、より多くの中小企業などにわかりやすい支援などをお願いしたいと思います。 
 

*東京都知的財産総合センターの協力を得て作成 
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